
回 覧

あなたの大切な財産が狙われています

ひばりくん防犯メールより抜粋

つくばみらい市区長会

☆ 犯人は犯行前、下見をしていると思われます。

【参考：裏面「犯罪にあわないための地域社会づくり」】

《つくばみらい市小張地域にて変質者出没》

☆12月 1日午後４時20分頃､つくばみらい市小張地内において､自転車で

帰宅中の中学生に対して､下半身を見せつける変質者が出没しました。

・変質者の特徴は､

年齢 30～40歳代・身長不明・髪型 黒髪 短髪・顔型 小顔

上衣 黒色ダウンジャケット・下衣 黒色ズボンの日本人男性でした。

・変質者に遭遇した際は､大声で付近の人に助けを求める等して身の安全を

確保してから､110番通報をしてください。

《ニセ電話詐欺の電話が連続して架かっています》

☆11月 24日、つくばみらい市内のご家庭に、市役所職員のサトウと名乗る

男から「保険料の払戻しがある」「銀行員から連絡があるので、対応して欲

しい」等というニセ電話詐欺の予兆電話がありました。

～被害に遭わない為に～

・犯人は言葉巧みに様々な手口でお金を騙し取ろうとしてきます。

・市役所職員がカード情報を聞くことは絶対にありません。

それは詐欺です。

・詐欺の犯人は自分の声を録音されることを嫌うため、自宅の電話はいつも留

守番電話設定にしておき、すぐに電話に出ず、メッセージを残した信頼でき

る方とだけ会話するなど、不審電話をシャットアウトしましょう！

《住宅侵入窃盗事件の連続発生！》

☆１０月中旬から１１月中旬にかけて、つくば市妻木、柴崎、小田、筑波、

上大島地内において住宅侵入窃盗事件が連続発生しています。

●いずれも、留守宅や空き家等の窓ガラスを割られて鍵を開けられ、室内に

侵入されております。

●雨戸が常に閉まったままの状態であったり、敷地内の雑草が伸びたままの

状態が続くと、空き家と判断され、被害に遭うおそれがあります。

～防犯対策～

○外出や就寝の前には、玄関だけではなく、全ての鍵を施錠する。

○タンス預金等、家の中に大金を保管しない。



参考

市内にお住まい・お勤めすべての皆様へ

つくばみらい市区長会

会 長 松 本 譲 二

「犯罪にあわないための地域社会づくり」講習会より（抜粋）

茨城県警察本部、茨城県県民生活環境部から講師をお招きし、過去に開催され

た区長会講習会より、重要なポイントの一部を抜粋報告いたします。

警察や自治体だけですべての治安を守ることは事実上不可能です。

市民の皆様が防犯への関心を持ち、ながら（ウォーキングしながら・犬と散歩

しながら・家の前を掃除しながら・農作業をしながら等）活動等を通じ、安心安

全な住み良い環境の構築に向け、ご理解とご協力をお願いいたします。

【泥棒が犯行を諦めた理由（泥棒へのアンケートより）】

１位・・人の目（見られた・声をかけられた）

２位・・補助鍵等が装備されていた（５分で開かない場合８割が諦めている）

３位・・防犯システムなどにより管理されていた

【泥棒がきらいな物（泥棒へのアンケートより）】

１位・・音（地面に砂利を敷く、センサー式の警報器等が有効）

２位・・光（玄関前、駐車場、死角にセンサーライトを設置）

３位・・人の目

（犯罪者は、見られる、声をかけられることを嫌う。下見をしていて

見られた、声をかけられた（あいさつ）だけでその地域は諦める）

４位・・時間

（侵入に時間がかかることを嫌う・５分で開かない場合８割が諦め

ている）

【講師から、各地域において防犯（犯罪を未然に防ぐ）を意識し実行していた

だきたいと言われたポイント】

〇 自助（自分、家族、家を守る）・・ドアや窓に補助鍵を取り付けるなど、

対象物を強化

上記にあるように泥棒は必ず下見をしていると思われます。以上より

〇 共助（ながら活動を通じ隣近所を地域全体で守る）

ながら活動とは

・犬の散歩をしながら ・ウォーキングをしながら ・ジョギングをしながら

・花の水やり手入れをしながら ・農業、草刈り等をしながら

○ このような防犯活動等を行っている地域においては、犯罪件数はピーク時

の約40％減少している。


